
後
世
に
残
る
遺
産

内
藤

誉
三
郎

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
五
日
大
平
内
閣
成
立
直
後
、
日
教
組
は
全
国
一
斉
ス
ト
を
決
定
し
て
文
相
に
会
見
を
申
し
込
ん
だ
。
日

教
組
の
全
国
一
斉
ス
ト
は
大
平
内
閣
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
思
い
、
ス
ト
を
や
る
な
ら
日
教
組
と
の
会
談
に
応
じ
な
い
、
ス
ト
を
や

ら
な
い
か
ら
会
談
に
応
じ
て
く
れ
と
の
日
教
組
の
要
請
を
新
聞
発
表
す
る
が
差
支
え
な
い
か
と
槇
枝
委
員
長
に
申
し
入
れ
た
と
こ

ろ
、
差
支
え
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
日
教
組
と
の
会
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
経
過
を
大
平
総
理
に
電
話
し
て
ご
了
解
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
大
平
総
理
は
大
変
お
喜
び
に
な
り
、「
内
藤
さ
ん
、
誠
心
誠
意
や
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
の
お
言
葉
で
し
た
。

私
が
日
教
組
と
対
談
し
て
四
十
人
学
級
実
現
に
努
力
を
約
束
し
た
こ
と
に
対
し
、
自
民
党
文
教
族
の
方
々
か
ら
異
論
が
出
た
が
、

私
は
大
平
総
理
の
ご
支
援
を
確
信
し
四
十
人
学
級
実
現
に
努
力
し
た
。
欧
米
の
先
進
国
で
は
学
級
規
模
は
三
十
人
程
度
で
あ
る
。
国

際
社
会
で
活
躍
す
る
日
本
が
国
際
社
会
の
趨
勢
を
よ
く
み
て
、
生
徒
数
が
減
少
す
る
時
期
に
財
政
上
過
大
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
四
十
人
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
四
十
人
学
級
の
実
現
は
大
平
総
理
の
ご
英
断
の
賜
物
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
文
部
省
時
代
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
元
文
相
の
松
村
謙
三
先
生
と
衆
議
院
の
古
井
喜
実
、
田
川
誠
一
両
先

生
と
と
も
に
中
国
に
ま
い
り
、
毛
主
席
、
周
恩
来
首
相
等
と
会
談
し
て
約
一
カ
月
後
に
帰
国
し
た
。
当
時
日
本
で
は
、
台
湾
の
�
介

石
総
統
が
損
害
賠
償
を
取
ら
な
か
っ
た
の
で
日
本
人
は
台
湾
に
感
謝
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
、
大
平
外
相
は
田
中
首
相
と
中
国

に
行
か
れ
日
中
国
交
回
復
を
実
現
さ
れ
た
。
大
平
外
相
の
帰
国
後
、
私
は
友
人
と
と
も
に
赤
坂
の
料
亭
に
大
平
外
相
を
ご
招
待
し
て
、

日
中
国
交
回
復
の
際
の
交
渉
の
詳
細
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
。
そ
の
時
、
田
中
総
理
も
中
国
行
き
を
渋
っ
た
の
で
、
大
平
外
相
が
「
君



は
国
内
で
は
や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
。
い
つ
殺
さ
れ
て
も
悔
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
死
場
所
を
得
た
と
思
え
」
と
話
し
て
無

理
や
り
訪
中
さ
せ
た
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
二
度
目
の
訪
中
で
は
日
中
航
空
協
定
を
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
石
油

が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
は
棚
上
げ
に
し
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
、
中
国
の
�
小
平
副
主
席
が
初
め
て
訪
日
し
、
大

平
首
相
と
日
中
平
和
友
好
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
結
果
、
損
害
賠
償
も
要
求
し
な
か
っ
た
。
大
平
先
生
は
日
中
国
交
回
復
の
立
役

者
と
し
て
後
世
に
永
遠
に
残
る
立
派
な
遺
産
を
国
民
に
残
し
て
下
さ
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
九
月
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
に
つ
い
て
も
異
論
が
出
た
。
内
閣
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
た
が
、
大
平

総
理
は
一
度
決
断
す
る
と
断
行
す
る
方
で
あ
る
と
思
っ
た
。
選
挙
の
結
果
は
期
待
し
た
よ
う
に
行
か
ず
、
党
内
で
は
四
十
日
抗
争
が

展
開
さ
れ
た
。
渡
辺
農
林
水
産
大
臣
と
私
の
二
人
に
総
理
か
ら
党
本
部
の
総
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
要
請
が
あ
っ
た
。
私
も
内
閣
の

一
員
と
し
て
党
本
部
八
階
の
入
口
ま
で
行
っ
た
が
、
大
変
混
乱
し
て
い
て
押
し
返
さ
れ
、
私
は
健
康
が
勝
れ
な
か
っ
た
の
で
入
室
で

き
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
日
、
文
化
勲
章
の
授
章
式
典
で
皇
居
に
参
内
の
節
、
大
平
総
理
に
お
詫
び
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
五
月
十
六
日
、
内
閣
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
て
、
大
平
総
理
は
衆
議
院
を
解
散
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
五
月
三

十
日
、
参
議
院
選
挙
が
始
ま
っ
た
。
大
平
総
理
が
自
民
党
本
部
の
中
庭
で
講
演
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
見
し
た
の
が
最
後
の
瞥
見
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
横
浜
に
お
出
で
に
な
り
、
帰
京
後
、
虎
の
門
病
院
に
入
院
さ
れ
た
。
私
も
前
大
臣
と
し
て
虎
の
門
病
院
に
お
見
舞

に
参
上
し
た
が
、
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
平
総
理
の
英
断
に
よ
り
衆
参
同
時
選
挙
は
自
民
党
が
圧
勝
し
た
。
そ

の
結
果
を
見
ず
に
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
残
念
至
極
で
あ
る
。

私
は
教
育
一
筋
に
四
十
年
間
努
力
し
た
。
そ
の
労
に
報
い
る
た
め
私
を
文
相
に
起
用
し
て
下
さ
っ
た
大
平
総
理
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
自
民
党
総
裁
大
平
正
芳
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
「
一
言
重
百
金
軽
」
の
色
紙
を
家
宝
と
し
て
ご
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
大
平
先
生

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
参
議
院
議
員
・
第
一
次
大
平
内
閣
文
部
大
臣
）

大平正芳回想録―追想編


